


























の作品の中に少しでも見出せるのであろうか。 」と問題提起をし、「二つの世界に対立はなく、逆にそれらは似通っているのではないだろうか。 」と述べた。遠藤氏は「影」を「私」の切り離した過去の記憶であると位置づけし、 「古いアイデンティティー・世界観を凍結し、世界 ら切り離した主人公が、その結果として孤独となった後、組みなおされたアイデンティティー・世界観 取りもどすことによって、自己と世界 の関係を結び直そうとす 物語である」とした。また、山根由美恵氏
⑶
は〈世界〉を「静的」な、 〈ハードボ














と「僕」の背負わされた重圧を合わせ鏡のように映し出し、 「私」と「僕」をアイロニカルに対照している」とし、二つの世界の対立を認めた上で「一貫して「私」と「僕」が「ハードボイルド・ワンダーランド」と「世界の終り」それぞれのシステムの重圧下で、いかに自己を持ちこたえ、いかに失われた自己を見出してゆくか」という物語である 読んだ。このように、 『世界 終り―』にとって二つの世界の関係性を考えることは、物語全体の方向性を考えることに直結し、そ 為に決定的な結論が導き出さ ていないのが現状である。
本論では作品をより細かく検証するため、 〈ハードボイルド〉と








クトリー）から逃げる博士を救出した場面で、 「私」は組織（システム）と博士が行った実験の結果、 「私」の中に人工的に意識の核を埋め込まれ、今それが暴走して自意識を呑みこもうとしている（ 「私」の意識が消失する危険）ことを教えられる。博士や組織がそのようなことを行った訳を、博士は次 ように説明する。







作るため、人間の無意識の領域である深層心理に目をつけるのである。その に「私」の中に埋め込まれたのが「ブラックボックス」であり、 〈ハードボイルド〉においては「ブラックボックス」がすなわち「心」と定義されていることがわかる。つまり「私」には実験のため、ある瞬間で固定された「心」 脳内に存在しており、それが〈世界〉なのだとはっきりと書かれている。
その後、 〈世界〉は「私」にとってどのような場所なのかについ
ても言及される。















として、 〈世界の終り〉は〈ハー の「私」 消滅した後の話であると読んでいる。しかし、村上春樹自身が川本三郎氏との対談
⑹
で「一つの極端な読みでいえば、 〈私〉のほうだけ読んで、
〈私〉が最後に死んだところから、今度、死後の世界として、 〈僕〉の世界のほうに入っ いくという読み方も可能かもしれないですね」という川本氏 問いかけに「でも、あれ リアルタイムで一応続いていますから、やはりそれだ 読みにくいんじゃないでしょうか」とはっきり否定している。こ 村上の返答について、浅利氏は「作者は「ハードボイルド・ワンダーランド」と「世界の終り」の時空間を往復しつつ、二つ ストーリーの絡み合い うち 「私」と「僕」が徐々に同一人物として重ね合わさ てゆく機微を読者に






りと示されていると述べた。しか 『 の終り―』 読者は、この章を一つの確認作業として読んだはずであ 。 という も、 『世界の終り―』は
25章以前に二つの世界が繋がっている可能性を示唆


























































場面での描写である。このように、 〈ハードボイルド〉世界では「ペーパー・クリップ」は「やみくろ」を退ける効果があるとされていることがわかる。 「やみくろ」とは、地下に住み人間を襲う得体のしれない化け物のことである。この「やみくろ」という存在は、非常に現実的で具体性のある描写の多い〈ハードボイル 〉にとって、最後まで明確な正 のわからない抽象的な異形の存在である。「ペーパー・クリップ」は、それを退け、 「私」の身を守るものであ
― ―197







































ない、と嘆く「僕」は逆説的に繋がって る。つまり、前後不覚な暗闇に呑み込まれそうになりながらも、 「唄」を思い出せるのは「私」に意識（ここでは自己と読み替えて よいだろう）が残っているからであり 〈世界の終り〉の「街」のル ルに則って「心」を失った「僕」は、 「唄」も同時に喪失しているのであ 僕 を覚醒させるのはやは 「私」にとって大切 、意識の中に浮上する「唄」なのだ。 『ダニー・ボーイ』を通じて、 〈ハードボイルド〉での経験は、 〈世界〉に影響を及ぼすこ がここからわかる。
3　「獣の頭骨」しかし、 〈ハードボイルド〉での体験が〈世界〉に影響を与える
という関係は、 〈世界〉が〈ハードボイルド〉の「私」の内面世界である以上当たり前とも言える。問題は、 『世界 終り―』 において、〈世界〉から〈ハードボイルド〉へ影響を与えている場面があることだ。これについて考えるため、やはり二つの世界に共通して登場する「獣の頭骨」に注目してみる。〈世界〉は
2章から始まるが、その最初の章に書かれているのは









「私の場合、骨から出てくる音を聴きとるまでにまるまる三十年もかかったですよ。 」 （略） 「それぞれの骨にはそれぞれ固有
― ―199











章の内容だが、そこで「僕」は「夢」が「一角獣の頭骨」に閉じ込められていること 頭骨がそれぞれ閉じ込めている の「夢」を読み分けていくことが「夢読み」の仕事だと教えられ のである。この構図は、博士があらゆる動物の頭蓋骨から固有 音を抽出しようとしている姿と重なる。また、 「僕 に「一角獣の頭骨」が必須であるということがわかったと ろで、続く
7章、 〈ハード



































ついて検討し、 「 『世界の終り』が逆転して『ハードボイルド・ワンダーランド』の性質へと転換し、 『ハードボイルド』の冒頭に繋がる。同じように『ハードボイルド』が（略） 『世界の終り』冒頭に繋がる。










題を抱えていることがわかる。 〈世界〉 は 〈ハードボイルド〉 の 「私」の内面世界であり、ある瞬間の「心」を凍結させたブラックボックスそ ものである。つまり、 「私」にとって〈世界〉は失われた「心」であるはずだ。だが、 「私」の現身である の「僕」もまた、「影」を切り離されて「心」を失い、 それを探し求めているのである。では、 『世界 終り―』は どこにも存在しない「心」を探し続ける絶望的な物語なのだろうか。現実に絶望した、と う理由だけで〈世界〉に残るという決断を「僕」はしたのだろうか。
ここで思い出したいのは、 「僕」は『ダニー・ボーイ』を思い出し、
「獣の骨」を覚醒させたことで、 「心」を取り戻す希望を見出してから、 「街」に残る決断を下したということである。 「僕」は外の世界に絶望したのではなく、 〈世界〉の可能性を信じてこ 残 ことを決めたのだ。
また、 「僕」は「街」に残ることで、 恐らく自身と「彼女」は「心」
が残っている者と て「森」に追放されるだろうと未来を予想している。 「街」のルールを破り追放されたとして、 「僕」が追い出されるのは消失してしまうであろう外の世界（＝〈ハードボイルド〉 ）ではなく、 あくまで〈世界〉の中の「森」なのである。つまり、 「僕」の出した〈世界〉にとど という選択は、 『世界の終わり―』を本当 「心」を取り戻す物語にしていると読める。
そして、 〈ハードボイルド〉でもまた、 博士の孫が最後に「私」に
「私」の体を冷凍保存して、いつか復活することができるかもしれない、と希望的な話をする。それは確か あまりに小さな希望かもしれ が、しかし無視す ことはできな だろう。『世界の終り―』は様々な喪を描いた物語である。 〈ハードボイル























　「 『物語』のための冒険」 （ 『文学界』一九八五・八）
⑺
　
⑶に同じ。
　
なお、本文引用は、すべて新潮文庫『世界の終わりとハードボイルド・
ワンダーランド』 （二〇一〇・四）に依った。
